
【資料1】

令和6年3月22日（金）

第5回子育て支援推進委員会
◆佐倉市こども・子育て支援に係るニーズ調査（小学生保護者）

1

お住まいの地区として当てはまる番号１つに○を
つけてください。
※封筒の宛名ラベルの右下に印字されている数字
に○をつけてください。

10．佐倉圏域
20．臼井・千代田圏域
30．志津北部圏域
40．志津南部圏域
50．根郷・和田・弥富圏域

前回調査票より

1
あなたのお子さんは、どの学校に通っています
か。

各学校の選択肢を設ける

設問修正
封筒での配布を行わな
いため、子どもと同じ
学校名の回答とした

2
宛名のお子さんは小学校何年生ですか。（□内に
数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

小学校　　年	生 前回調査票より

4

宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃい
ますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数
字でご記入ください。お２人以上のお子さんがい
らっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入く
ださい。

きょうだい数　　　　人　　　　末子の生年月　　平成　　　　　年　　　　　月生まれ 前回調査票より

5
この調査票にご回答いただく方はどなたですか。
宛名のお子さんからみた関係でお答えください。
当てはまる番号１つに○をつけてください。

１．母親　　　　　　　　　　２．父親　　　　　　　　３．その他（　　　　　　　　） 前回調査票より

6
この調査票にご回答いただいている方の配偶関係
についてお答えください。当てはまる番号１つに
○をつけてください。

１．配偶者がいる　　　　　　２．配偶者はいない 前回調査票より

7

宛名のお子さんと同居しているご家族の方はどな
たですか。当てはまる番号すべてに〇をつけてく
ださい。※単身赴任の場合は（）内に続柄を入れ
てください。

１．母親　　　　　　　　２．父親　　　　　　　　３．姉（　　　）人　　　　４．兄（　　　）人
５．妹（　　　）人　　　６．弟（　　　）人　　　７．祖母　　　　　　　　　８．祖父
９．単身赴任（　　　　　）１０．その他（　　　　　　　　　　）

前回調査票より

8
宛名のお子さんの保護者の現在の働き方（自営
業、家族従事者含む）をうかがいます。当てはま
る番号１つに○をつけてください。

母親/父親
１．フルタイムで働いており、産休・育休・
介護休業中ではない
２．フルタイムで働いているが、産休・育休・
介護休業中である
３．パート・アルバイト等で働いており、産休・
育休・介護休業中ではない
４．パート・アルバイト等で働いているが、
産休・育休・介護休業中である
５．以前は働いていたが、現在は働いていない
６．これまで働いたことがない

前回調査票より

9

問8で「１．」～「４．」（働いている）に○を
つけた方にうかがいます。
　１週当たりの「働く日数」、１日当たりの「働
く時間（残業時間を含む）」「家を出る時刻」
「帰宅時刻」をお答えください。日数や時間が一
定でない場合は、もっとも多いパターンについて
お答えください。
　産休・育休・介護休業中の方は休業に入る前の
状況についてお答えください。時間は、必ず
（例）０８時３０分～１８時４５分 のように２
４時間制でお答えください。（□内に数字でご記
入ください。数字は一枠に一字）

母親/父親
１週当たり　　　　　　　日

１日当たり　　　　　　　時間

家を出る時刻　　　　　　時　　　　　　分

帰宅時刻　　　　　　　　時　　　　　　分

前回調査票より

10

問8で「３.」「４.」（パート・アルバイト等で
働いている）に○をつけた方にうかがいます。
　該当しない方は、問11へお進みください。
フルタイムで働きたいと思いますか。当てはまる
番号１つに○をつけてください。

母親/父親
１．フルタイムで働きたいと思っており、実現できる見込みがある
２．フルタイムで働きたいと思っているが、実現できる見込みはない
３．今後もパート・アルバイト等で働くことを希望している
４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

前回調査票より

11

問8で「５．以前は働いていたが、現在は働いて
いない」または「６．これまで働いたことがな
い」に○をつけた方にうかがいます。該当しない
方は、問12へお進みください。
　働きたいという希望はありますか。当てはまる
番号１つに○をつけ、該当する□内には数字をご
記入ください。（数字は一枠に一字）

母親/父親
１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない）
２．一番下のこどもが　　　　　　歳になったら働きたい
３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい
　※下記の当てはまる記号１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入ください。（数字は一枠に一字）
　　→希望する働き方　　　ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の働き方）
　　　　　　　　　　　イ．パート・アルバイト等（「ア」以外）
　　　　　　　　　　　　　　→１週当たり　　　　日　１日当たり　　　　  時間
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

前回調査票より

3 世帯の年収はいくらですか？ A：360万円未満　B：720万円未満　C：720万円以上
属性から就労状況へ移
動

相談相手・
悩み

12

宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上
で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談
できる場所はありますか。当てはまる番号１つに
○をつけてください。

１．いる／ある　　⇒　問13へ　　　　　　　２．いない／ない　　⇒　問14へ 前回調査票より

13

問12で「１．いる／ある」に〇をつけた方にうか
がいます。お子さんの子育て（教育を含む）に関
して、気軽に相談したり、頼れる相手は誰（ど
こ）ですか。当てはまる番号すべてに〇をつけて
ください。

１．祖父母等の親族　　　　　　　　　　　　　２．友人や知人
３．近所の人　　　　　　　　　　　　　　　　４．子育て支援施設（子育て支援センター、児童センター等）
５．保健所・健康管理センター・保健センター　６．保育士
７．幼稚園教諭　　　　　　　　　　　　　　　８．学校の先生
９．スクールソーシャルワーカー　　　　　　　10．民生委員・児童委員
11．かかりつけの医師　　　　　　　　　　　  12．自治体の子育て関連担当
13.民間の子育てグループ等　　　　　　　　　14．こども家庭センター（市こども家庭課・子育て世代包括支援センター（子育て総
合相談窓口））
15．SNS等でつながっている人
16．その他（                           ）

前回調査票より
選択肢はより分かりや
すくするため修正

新規

問12で「２．いない／ない」に〇をつけた方に伺
います。どのような人や場所なら相談したいと思
いますか。当てはまる番号すべてに〇をつけてく
ださい。

１．無料で相談できる
２．匿名（自分が誰か知られずに）で相談できる
３．相手が同世代である
４．曜日・時間帯を気にせず相談できる
５．相手が同じ悩みを持っている又は持っていたことがある
６．SNSやメールで相談できる
７．相手がカウンセラーなど専門家
８．相手が同姓である
９．相手が公的な機関である
10．相手が医師である
11．相談できる場所が自宅から近い
12．電話で相談できる
13．相手が民間の支援団体（NPO等）である
14．相手が自宅に来てくれる
15．誰にも相談したくない
16．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設問追加
相手がどのような属性
の者（場所）なら相談
したいと思うか

番号 設問内容 選択肢

就労状況

備考

属性（居住
地域、こど
もの年齢、
家族構成）

見出し
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【資料1】

令和6年3月22日（金）

第5回子育て支援推進委員会
◆佐倉市こども・子育て支援に係るニーズ調査（小学生保護者）

番号 設問内容 選択肢 備考見出し

14
子育て（教育を含む）において、現在、何か悩み
や不安をお持ちですか。当てはまる番号すべてに
〇をつけてください

1．病気や発育・発達に関すること
2．食事や栄養に関すること
3．育児の方法がよくわからないこと
4．こどもとの接し方に自信が持てないこと
5．こどもとの時間を十分にとれないこと
6．話し相手や相談相手がいないこと
7．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと
8．こどもの教育に関すること
9．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること
10．登校拒否、不登校などの問題について
11．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと
12．子育てに関しての配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと
13．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る目が気になること
14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと
15．こどもを叱りすぎているような気がすること
16．子育てのストレスがたまり、こどもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと
17．地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよくわからないこと
18．その他　差しつかえなければ、具体的にお書きください
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
19.特にない

前回調査票より
悩みや不安がない場合
の選択肢がなかったの
で追加

発育・発達
等に関する
支援

15

問14で１に〇をつけた方（病気や発育・発達に関
すること）に伺います。
子育ての悩みや、不安だと思うことは何ですか。
当てはまる番号すべてに〇をつけてください。

１．就学について
２．発育
３．しつけ
４．食生活
５．コミュニケーション　社会性
６．言語面
７．発達障がい
８．トイレ
９．子どもと関わる時間
１０．病気
１１．その他

お子さんの発達に不安を
感じているか。不安に
なったとき、どこに聞け
ばいいか知っているか

相談窓口の
認知状況

16
復活

専門機関に相談しましたか。当てはまる番号１つ
に○をつけてください。問15で〇をつけた方に伺
います。市内には専門の相談機関がありますが、
ご存じですか。

１．相談した知っている
２．相談しなかった知らない
３．検討中

家庭のことやこどもの
ことに関する相談窓口
の認知状況
発達に関する相談体制
の周知啓発の必要性
設問の目的を考慮し
て、相談機関の認知状
況に変更

自由記述 17

子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な
人、行政担当者など）からどのようなサポートが
あればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書き
ください。

自由記述 前回調査票より

自由記述 18
最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境
や支援に関してご意見がございましたら、ご自由
にご記入ください。

自由記述 前回調査票より

19
宛名のお子さんは放課後に、どこですごすことが
多いですか。（３つまで○）11「その他」に○を
した時は、（）の中に答えを書いてください。

１．自宅
２．祖父母宅や友人・知人宅
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
４．児童センター・老幼の館 ・ヤングプラザ
５．学童保育所
６．ファミリー・サポート・センター
７．子ども食堂
８．公園
９．公民館
１０．図書館
１１．その他　（　　　　　　　）

保護者と子の理想と現
実のギャップ、本人の
理想と現実のギャップ

20

宛名のお子さんは放課後に、本当は、どこですご
させたいですか。（３つまで○）11「その他」に
○をした時は、（）の中に答えを書いてくださ
い。

１．自宅
２．祖父母宅や友人・知人宅
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
４．児童センター・老幼の館 ・ヤングプラザ
５．部活動
６．商業施設（遊戯施設、ショッピングモール等）
７．子ども食堂
８．公園
９．公民館
１０．図書館
１１．放課後子ども教室
１２．その他　（　　　　　　　）

保護者と子の理想と現
実のギャップ、本人の
理想と現実のギャップ

21

宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６
年生）になったら、放課後（平日の小学校終了
後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思
いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、そ
れぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。
また、学童保育所の場合には利用を希望する時間
も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず
（例）１８時 のように２４時間制でご記入くだ
さい（数字は一枠に一字）。

１．自宅 　週   日くらい
２．祖父母宅や友人・知人宅 　週   日くらい
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）　週   日くらい
４．児童センター・老幼の館 ※１　 週   日くらい
５．学童保育所　 週   日くらい→ 下校時から   時まで
６．ファミリー・サポート・センター 　週   日くらい
７．その他（公民館、公園など）　週   日くらい

前回調査票より

22

宛名のお子さんについて、土日祝日はどのように
過ごしていますか。当てはまる番号すべてに○を
つけ、それぞれ週当たり日数を数字でご記入くだ
さい。

１．自宅
２．祖父母宅や友人・知人宅
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
４．児童センター・老幼の館・ヤングプラザ
５．ファミリー・サポート・センター
６．子ども食堂
７．プレーパーク
８．公園
９．公民館
１０．図書館
１１．その他（　　　　　）

前回調査票より

23

宛名のお子さんについて、土日祝日をどのような
場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番
号すべてに○をつけてください。また、「学童保
育所」の場合には、利用を希望する時間も（）内
に数字でご記入ください。時間は必ず（例）１８
時 のように２４時間制でご記入ください。

１．自宅
２．祖父母宅や友人・知人宅
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
４．児童センター・老幼の館・ヤングプラザ
５．学童保育所（　　　　）
６．ファミリー・サポート・センター
７．子ども食堂
８．プレーパーク
９．公園
１０．公民館
１１．図書館
１２．その他（　　　　　　）

前回調査票より

土日祝日の
過ごし方

放課後の過
ごし方
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令和6年3月22日（金）

第5回子育て支援推進委員会
◆佐倉市こども・子育て支援に係るニーズ調査（小学生保護者）

番号 設問内容 選択肢 備考見出し

こどもにし
て欲しい体

験
24

休日にお子さまにやらせたい事は何ですか。当て
はまる番号すべてに○をつけてください。

１．体を動かす遊びやスポーツ
２．自然などの中で様々な体験をする事
３．工作などに取り組む
４．特別な事はせずにお家や近所で遊ぶ
５．勉強（学習）
６．インターネット・SNS
７．その他（　　　　　）

塾・習い事・スポー
ツ。体験させてあげた
いことは何か

25
宛名のお子さんは、塾や習い事に通っています
か。

１．平日の放課後のみ通っている
２．休日のみ通っている
３．平日の放課後、休日のいずれにも通っている
４．通っていない

26
問25で「４．通っていない」とお答えの方にうか
がいます。通っていない理由は何ですか。

１．特に必要性を感じないため
２．子どもが通うことを望まないため
３．送り迎えなどを行う時間的余裕がないため
４．金銭的余裕がないため
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

27

宛名のお子さまについて、夏休み・冬休みなどの
長期の休暇期間中にどのような場所で過ごしてい
ますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それ
ぞれ過ごしている週当たり日数を数字でご記入く
ださい。

１．小学校（プール、学習室、図書室、校庭等）
２．学童保育所（児童館で行う学童保育を含む）
３．保護者や祖父母などの同居家族（大人）と過ごす
４．兄弟姉妹などの子どもだけで過ごす
５．児童センター・老幼の館 ・ヤングプラザ
６．家、公園などで友達と過ごす
７．図書館など
８．子ども会やスポーツ活動などに参加している
９．学習塾や習い事に行く
10．家で一人で過ごす
11．同居していない家族（親族）や知人宅で過ごす
12．ファミリー・サポート・センターを利用する
13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

夏休み中、こどもをど
うやって保育している
か

学童保育のニーズ？

28
長期期間中に学童保育を利用したいと思います
か。当てはまる番号１つに○をつけてください。

１．利用したい
２．利用したくない
３．検討中

学童保育のニーズ

29
小児初期急病診療所を知っていますか。当てはま
る番号１つに○をつけてください。

１．名前も内容も知っている
２．名前は知っているが内容は知らなかった
３．知らなかった

30
小児初期急病診療所を使ったことがありますか。
当てはまる番号１つに○をつけてください。

１．利用したことがある
２．利用してみたい
３．利用したことはない

31
小児初期急病診療所を利用してどうでしたか。
（小児救急全体に対する満足度）当てはまる番号
１つに○をつけてください。

１．とても満足している
２．まあ満足している
３．やや満足している
４．不満がある
５．わからない

32
次の①②の場所で自分の近所で開催されているこ
とを知っていますか。

①子ども食堂
②プレーパーク

（１）認知度
１．知っている
２．知らない

こどもの居場所（プ
レーパーク・こども食
堂含む）を知っている
か。

33
問30に記載している場所・施設・事業以外で、子
育てに利用したいと思う施設はありますか。

自由記述

公立フリー
スクール

34
公立のフリースクールがあったら通わせたいです
か。当てはまる番号１つに○をつけてください。

１．通わせたい
２．通わせたくない
３．検討中

公立のフリースクール
があったら、通わせた
いか
公立フリースクールの
検討

35
子育て支援アプリは、子育て世代が情報を受け取
るためのツールとして有効だと思いますか。当て
はまる番号１つに○をつけてください。

１．有効である
２．有効ではない

36
どんなときに子育て支援アプリをご覧になります
か。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ
い。

１．市内のイベントや催しについて知りたいとき
２．市内の防犯・防災情報を知りたいとき
３．市からのお知らせ（課題図書のお知らせ）を知りたいとき
４．こどもの予防接種管理

37
今後の佐倉市における子育ての環境や支援につい
て、どのようなことを期待しますか。当てはまる
番号すべてに○をつけてください。

１．母子保健（妊娠中や乳幼児の健診など）の充実
２．保育園・学童保育所などの整備
３．子育て中の親子が気軽に集える場・機会の提供
４．道路や公園などこどもが安心して暮らせる環境の整備
５．公共施設や駅、商業施設のバリアフリー化や授乳施設等の環境の整備
６．子育ての不安や悩みの相談窓口の整備
７．幼稚園や保育園などの情報や相談窓口の整備
８．妊娠や出産、子育てに関する学習機会の提供
９．出産費用や育児にかかる医療費の負担軽減
10．幼稚園・保育園の費用や教育費の負担軽減
11．子育て家庭への手当ての支給や税制優遇措置
12．子育て家庭への住宅の確保や家賃補助
13．小児救急医療体制の充実
14．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
15．特にない

前回調査票より

38
保護者の方にお聞きします。子ども会や自治会
などの地域活動への参加していますか。

１．参加している
２．参加していない

地域との関
わり方

居場所（プ
レーパーク

等）

子育てアプ
リ

市が子育てアプリを準
備したら使うか。どん
な機能があったら使う

か。
アプリは、ほぼ未就学

児向けのため削除

長期休暇中
の保育状況

小児救急の
満足度

小児初期急病診療所を
知っているか。使った
ことがあるか。利用し
てどうだったか。小児
救急全般に対する満足
度は？

塾・習い事 才能開花支援金

3 / 4 ページ



【資料1】

令和6年3月22日（金）

第5回子育て支援推進委員会
◆佐倉市こども・子育て支援に係るニーズ調査（小学生保護者）

番号 設問内容 選択肢 備考見出し

39
保護者の方にお聞きします。地域活動について
の情報をどこで知りましたか。（あてはまるも
のにすべて○）

1．回覧板
2．ＳＮＳ（Line，Instagram,Tiktok、Ｘ（旧Twitter等））
3．ケーブルテレビ
4．駅や地域の掲示版や街なかのポスターなど
5．フリーペーパー
6．学校を通じたチラシ
7．市の広報紙
8．特にない
9．その他（　　　　　　　　　）

40
「問38で参加していない」を選択した人にお聞
きします。参加しなかった理由は何ですか。
（あてはまるものすべてに○）

1．どのような活動があるか知らない
2．忙しくて時間がない
3．一緒に参加する友人がいない
4．費用がかかる
5．身近なところで参加する活動がない
6．自分の興味に会う活動がない
7．活動できる日時に合うものがない
8．人間関係が心配・めんどう
9．申し込みや参加の方法がわからない
10．参加するきっかけがない
11．もともと興味・関心がない
12．その他（　　　　　　　　　）

新規 この地域で、今後も子育てをしていきたいですか

１．そう思う
２．どちらかといえばそう思う
３．どちらかといえばそう思わない
４．そう思わない

成育医療等基本方針に
基づく評価指標（全国
指標のひとつ。市で
は、4か月児、1歳6か
月児健診、3歳児健診
の問診項目としてい
る）

41
今後の佐倉市における子育ての環境や支援につい
て、どのようなことを期待しますか。期待する順
に上位3つまで○をつけてください。

１．母子保健（妊娠中や乳幼児の健診など）の充実
２．保育園・学童保育所などの整備
３．子育て中の親子が気軽に集える場・機会の提供
４．道路や公園などこどもが安心して暮らせる環境の整備
５．公共施設や駅、商業施設のバリアフリー化や授乳施設等の環境の整備
６．子育ての不安や悩みの相談窓口の整備
７．幼稚園や保育園などの情報や相談窓口の整備
８．妊娠や出産、子育てに関する学習機会の提供
９．出産費用や育児にかかる医療費の負担軽減
10．幼稚園・保育園の費用や教育費の負担軽減
11．子育て家庭への手当ての支給や税制優遇措置
12．子育て家庭への住宅の確保や家賃補助
13．小児救急医療体制の充実
14．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
15．特にない

前回調査票より

42

あなたは、「こどもの権利」を知っていますか。
当てはまる番号１つに○をつけてください。

『こどもの権利』とは、「子どもの権利条約」に
大きく分けて４つの権利が定められています。
①生きる権利…住む場所や食べ物がある。医療が
受けられる。命が守られる。
②育つ権利…教育が受けられる。持っている能力
を伸ばす。
③守られる権利…虐待を受けない。労働を強要さ
れない。幸せを奪われない。
④参加する権利…自分の意見を自由に言える。団
体活動や集会を開ける。

１．言葉も内容も知っている
２．言葉だけは聞いたことがある
３．知らない

新規追加設問
他の調査票の表現に統
一（内容→言葉）

43
こどもの権利の中でより充実を図る必要があると
思うものに○をつけてください。（最大３つまで
○をつけてください。）

１．人種、性別、宗教、障がいの有無などで差別されないこと
２．暴力や言葉で傷つけないこと
３．家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと	
４．自分の考えを自由に言えること
５．人と違う自分らしさが認められること	
６．自分の秘密が守られること
７．自分のことは自分で決められること	
８．自由な時間をもつこと
９．自由な呼び掛けでグループを作り集まれること
10．必要な情報を知ることや、参加する手助けを受けられること
11．保護者から世話をされること（食事、洗濯他）

新規追加設問

44

あなたは、以下のことについてどのように思いま
すか。
それぞれ当てはまる番号１つに〇をつけてくださ
い。
※若者とは、おおむね18歳からおおむね30歳未満
までの方のことで、施策によっては
40歳未満までの方も対象となります

①こどもは権利の主体である
②あなたの周りには、こどもや若者の遊びや体験活動の機会や場が十分にある
③障害のあるこども・若者、発達に特性のあるこども・若者の地域社会への参加・包容（インクルージョン）が推進されている
④こどもまんなか社会の実現に向かっている
⑤結婚、妊娠、こども・子育てに温かい社会の実現に向かっている

矢印表記
１そう思わない
２どちらとも言えない
３そう思う

新規追加設問

45

いまのあなたの気持ちに最もあてはまるものに○
をつけてください。
①男性も育児に主体的に参加するようになった
②子どもを連れての外出が以前よりしやすくなっ
た
③親や祖父母の世代との育児に関する認識に
ギャップを感じる
④中学/高校/大学に子どもがあがるときに不安

１．あてはまらない
２．あまりあてはまらない
３．ややあてはまる
４．あてはまる

その他より追加

46
最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境
や支援に関してご意見がございましたら、ご自由
にご記入ください。

自由記述

子どもの権
利の認知状

況

地域との関
わり方

この地域
で、今後も
子育てをし
ていきたい

か
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